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＜連絡事項＞

・病棟移動時に患者様の所持金が合わないことがあります。病棟移動時には確実に貴重品の確認を行い、誰に渡したのか明確にして下さい。
＜患者様情報＞
・松谷　さと子様～鼻汁・くしゃみの訴えあり、田名部ＤｒよりＰＬ顆粒3P　3×毎食後　5日分処方となっています。
・三浦　綾子様～便秘時）センノシド（12）2錠　7回分処方となっています。

・若沢　理子様～伯母からDVDプレーヤー、音楽プレーヤー、ゲーム機が届き、書類を記載して頂いています。主治医確認し使用可となっている為、本人へ使用ルールを説明し渡しています。

・小林　司様～ライフベース階上の河原木氏と小笠原氏、計画相談の平館氏来院され面談実施。事前に、西山の方から、入院の経緯から今回ライフベース階上に依頼するまでの経緯と、本人の様子をお話ししている。一番気になることは、女性職員が宿泊するためその辺りの事を確認される。平館氏と西山の方から問題はない事説明している。本人を交え河原木氏から質問あり、ざっくばらんに返答はされている。話しにくい内容も確認されているが終始和やかに終えている。本人から、今月中に体験をしたいとの希望が聞かれている。
【今後の予定】
11月22日（月）14：30～11月23日（火）9：00　送迎は河原木氏

体験料金：光熱費1500＋食費700（2日分）＝2200円
持ち物は、着替え・内履き・風呂道具一式・お小遣い

11月24日15:00～平館氏面談（就労について）特別診察室予約済み

＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～幻聴の訴えが聞かれていますが、プログラムは早退せずに参加する事ができています。頓服は使用せず自制内。夕方に叔母から差し入れが届いてからは、幻聴に関する訴えはなく、他者交流みられています。
・小笠原　文人様～歩行は可能ですが、ふらつきや右への状態の傾きあり、見守り要しています。レストラン移動時には車椅子を使用。日課は自力で行えており、奇異行動はみられません。
＜田名部Dr診察＞
・金　留示子様～朝に気分が重い状態が続いており、作業療法も気が向かないと訴える。全身の皮膚乾燥を訴えヘパリン類似物質油性クリーム１本処方。
・高田　マキ様～27日に母と外出したいと要求あり。「しまむらと美容院」と話しており、許可となっている。歯科は次回24日受診。インヴェガを中止して欲しいと訴えているが、歯科受診終了後に検討することを伝える。
・尾崎　マリ子様～歩行状態不良、日中の眠気著明にあり動作緩慢さ見られている事を報告。夜間の睡眠は取れていると話している為、薬剤調整していく事を説明。エビリファイ（1）1錠⇒ベロスピロン（4）1錠、エスタゾラム（2）2錠⇒1錠へ変更。
・高橋　義明様～夜間の睡眠については「薬を沢山飲んでいるから寝てます」と話す。頸部の硬さについては「仕方ない」と話している。独語の有無については「その傾向はあると思います」と話しており、政治に関した独語であると訴える。内服変更なし。
・佐野　貢様～24日に家族と面談し退院先について話し合いを行う事を説明。アルコールプログラム実施しているが断酒については否定しており、アルコールの怖さを学ぶよう説明。
室内の私物や上着が消えてしまうと訴え、私物を勝手に弄られる事に憤慨した様子あり。「勝手に片付けないで欲しい」と不満を訴える。
・飯豊　信雄様～調子は変わらず、幻聴も問題ないと話している。薬剤調整せずに継続。
・若沢　理子様～幻聴が強すぎて頭が痛いと訴えあり。11/19から夕食後薬にフルメジン糖衣錠（1）1錠　1×夕を追加。
退院について訴え聞かれるが、幻聴が落ち着いてから考える事を説明し了承される。
・三浦　綾子様～幻聴は続いているが弱くなってきていると話す。自宅への退院を希望し、「施設に入るお金はありません」と訴える。
便秘時センノシド2錠　7回分処方。
・平野　稔様～就床前薬を追加してからは睡眠確保できるようになったと報告あり。退院先は家族がGHを希望している為、施設を探していくよう指示あり。
・畑中　成夫様～ジクロフェナクは服薬継続を希望している為、継続処方。病棟内での周囲との関係性を主治医が尋ねるが、退院後の話しを始める。特定スタッフとの結婚を考えていると訴えている。主治医からあくまでも治療関係であり、患者としてみている以上の感情はないことを説明。
・澤田　裕也様～不安感を訴え「最近どうしてよいか分からず、将来がないと考えてしまう」と訴える。警察の立件の話しが進まない為、連絡を待つよう説明。不安感に対して薬剤調整を行うことを説明するが、「薬を飲んでも変わらない」と訴える。本日より夕食後薬にフルボキサミン錠を追加。
・久保　興介様～メモを持参している。服薬調整後落ち着いてきたと話しており、夜間の睡眠も取れている。幻聴はアドバイスの内容が聴こえてくると話しており、服薬については継続を希望。外出を希望する発言聞かれており、家族が良ければ可と指示あり。
